






　１１月２１日、福岡国際ホールにおいて、平成２５年度福岡市との意見交換会を行った。

①

②

③

④

⑤ 　街区基準点が多数亡失している現状から、早急な復元・
復旧作業をお願いします。　さらに保存管理の徹底を図っ
て頂きたい。

≪住宅都市局≫忘失等は工事等により判明しているが、予算
措置・費用対効果等もあり、勘案させていただきます。
　保存管理に対しては、制度の周知をしていきたい。

　委託業務契約時に「履行保証保険証書」を提出している
が、契約内容に変更が生じた際、契約変更手続きについて
の受注者への連絡が遅いことがあります。
　その場合、保険会社への手続きに支障をきたすことがあ
るため、契約変更手続き並びに受注者への連絡を極力速や
かに行うよう、お願いします。

≪道路下水道局≫発注者側も時間が要する場合もあるのでご
理解頂きたい。
　手続きが遅れないよう適正な事務処理に努めてまいりま
す。
≪港湾局≫変更が生じた場合、連絡をするように努めていま
す。
≪水道局≫速やかに処理していくよう努めています。

　以前から、下水道推進およびシールド工法において、中
心線測量が計上されておらず、受注者の負担となってい
る。
　現在、設計と測量を分離して発注されているが、中心線
測量の費用は、どちらにも計上されておらず、どちらが負
担するか、常に業者間で問題となります。
　縦横断の費用は、設計の現場作業に含まれると考えたと
しても、中心線は別であり、費用が発生していることを認
識して頂きたいと思います。

≪道路下水道局≫シールド及び推進による工事は、地下作業
であり、中心線測量（地上ポイントの設置）は必要ない為、
中心線座標が作成されていれば良い。
　縦断図作成の為の測定位置はオフセット又は座標による設
定による場所を測定すれば良い。
　設計上必要となる人孔位置等の現地打設は担当者と協議の
うえ、作業を行ってほしい。
　必要な場合があれば、設計変更で対応するようにしていき
たいと思います。

　財政局契約課発注業務では、業務委託成績評定が運用さ
れていますが、全ての部局において評定が運用されている
のでしょうか。

≪契約課≫平成２４年４月１日以降の契約課発注の１００万
円以上の測量設計業務、地質調査業務に導入しております。
　水道局・交通局でも実施しています。
　評定結果を分析し、平成２７年度より、優良企業表彰や、
不適格業者を排除する制度を導入予定です。
　成績評定対象業務において、成績評定が届いていない業務
があれば、担当課に問い合わせてください。
　また、契約課に問い合わせていただいても良い。

福岡市との意見交換会開催

　当協会木本副会長より、福岡市各担当部局から参加された方々へ、意見交換会の場を設けて頂いたお礼を述べ、さらにより良

い市測協を目指しますと開会挨拶を行った。福岡市財政局の宮本技術監理課長からは、日頃の設計測量業務への協力のお礼

と、２月に締結した「防災支援活動に関する基本協定」について、今後も設計測量業務に関して更なる協力のお願いと、公共工

事がらみの事故が多いので、十分気を付けて業務を務めて頂きたいとのご挨拶があり、議事を進行した。

【当協会からの要望と提案】 【福岡市からの回答】

　財政局契約課ではHPで入札結果が閲覧できるようになっ
ており、区役所・現局についても、HPにおいて入札結果の
公表をお願いします。
  また、全ての業務において最低価格の設定をお願いしま
す。

≪契約課≫HPでの閲覧について、区役所・現局については連
携していないので契約課での限定となっているが、今後連携
できるシステムとなるような方向性に向かっていくと考えて
います。
　設計測量業務に関しては、最低価格の設定と公表を行って
いるが、管理監督業務、検討業務については、現状通りでご
理解願いたい。
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▲ 福岡市との意見交換会

意見交換会抜粋 詳細は当協会ＨＰに掲載
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